
日
キ
連
は
歩
み
続
け
る

日本キリスト教連合会 委員長

山北 宣久
　
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
」
な
る
団
体
は
ど
う
い
う

働
き
、
活
動
を
な
し
て
い
る
の
か
と
い
う
声
を
意
識
し
て

「
キ
リ
ス
ト
新
聞
」
の
新
年
号
に
「
新
年
の
抱
負
」
を
掲

載
し
た
の
で
、
ま
ず
そ
の
文
章
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
た
大
切
な
業

　

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
重

い
責
任
を
担
う
の
が
本
連
合
会
だ
。
日
本
宗
教
連
盟
・
東

京
都
宗
教
連
盟
に
連
な
り
、
文
化
庁
と
の
パ
イ
プ
を
生
か

し
つ
つ
、
宗
教
行
政
に
つ
き
、
一
方
に
て
は
貢
献
、
他
方

に
て
は
監
視
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
る
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
決
定
的
な
役
の
立
ち
方
を
す
る
本
会

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
法
人
・
会
計
事
務
研
修
に

も
ご
参
加
を
！
」

　

こ
の
文
を
新
聞
社
に
送
信
し
た
直
後
の
十
一
月
十
日
、

民
主
党
幹
事
長　

小
沢
一
郎
氏
が
「
キ
リ
ス
ト
教
文
明
は

非
常
に
排
他
的
で
、
独
善
的
な
宗
教
だ
と
思
っ
て
い
る
。

排
他
的
な
キ
リ
ス
ト
教
を
背
景
に
し
た
文
明
は
欧
米
社
会

の
行
き
詰
っ
て
い
る
姿
そ
の
も
の
だ
」
と
記
者
団
に
語
っ

た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
た
。

　

本
連
合
会
は
常
任
委
員
で
相
談
し
て
、
す
ぐ
さ
ま
「
抗

議
文
」
を
小
沢
一
郎
氏
本
人
と
民
主
党
本
部
に
送
り
つ
け

た
。
と
同
時
に
マ
ス
コ
ミ
各
誌
に
公
表
し
た
。

　

反
響
は
予
想
外
に
大
き
く
「
キ
リ
ス
ト
教
界
の
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
な
し
た
行
動
に
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
」

は
文
字
通
り
『
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
り

な
が
ら
』
一
気
に
知
名
度
ア
ッ
プ
と
な
っ
た
。」

　

し
か
し
、
本
連
合
会
は
名
が
知
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
の
抗
議
文
に
し
て

も
『
監
視
の
役
割
を
果
た
し
続
け
て
い
る
』
こ
と
の
一
環

と
し
て
な
し
た
だ
け
で
あ
る
。

　

す
で
に
本
連
合
会
の
趣
意
書
に
も
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
人
間
の
基
本
的
人
権
と
日
本
の
将
来
に
黒
雲
を
も
た
ら

す
考
え
方
の
復
活
や
傾
向
に
危
惧
を
覚
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
時
に
キ
リ
ス
ト
教
界
が
一
致
し
て
行
動
す
る
こ
と
は
、

主
の
み
こ
こ
ろ
と
信
じ
ま
す
」

　

こ
の
働
き
は
今
後
も
地
道
に
果
た
し
て
い
く
。

　

一
方
宗
教
行
政
の
面
で
所
轄
庁
と
の
パ
イ
プ
を
生
か
し

的
確
な
る
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。

　

今
秋
、
本
連
合
会
が
当
番
教
団
と
し
て
東
京
都
宗
教
連

盟
の
第
40
回
宗
教
法
人
運
営
実
務
研
究
協
議
会
を
「
宗
教

と
公
益
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
多
く
の
参
加
者
の
も
と
有
意

義
に
持
っ
た
。
10
月
末
の
「
法
人
事
務
・
会
計
実
務
研
修

会
」
も
二
泊
三
日
、
箱
根
で
第
35
回
の
節
目
を
刻
ん
だ
。

　

見
ゆ
る
教
会
の
形
成
も
し
っ
か
り
や
り
抜
き
た
い
。
主

イ
エ
ス
に
あ
っ
て
、
共
々
に
。

日本キリスト教連合会会報 日本キリスト教連合会
東京都新宿区西早稲田2-3-18
日本基督教団事務局内
2009年12月11日発行
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講演
●● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●
● ● ● ● ● ●

最近の宗教と法律問題
講師：棚村 政行 氏（早稲田大学大学院法務研究科教授）

　

昨
今
、
私
た
ち
の
関
心
を
引
い
た
出
来

事
の
中
か
ら
8
例
を
取
り
上
げ
、
ご
専
門

の
お
立
場
か
ら
解
説
と
共
に
問
題
点
、
注

意
点
を
指
摘
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1　
首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
を
め
ぐ
る
訴

訟
に
つ
い
て
。
小
泉
元
首
相
に
よ
る
靖
国

参
拝
に
対
し
て
は
全
国
6
箇
所
で
訴
訟
が

提
起
さ
ま
し
た
。
宗
教
的
人
格
権
の
侵
害

に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
と
い
う
形
で
提
訴

せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
、
政
教
分
離

原
則
に
触
れ
な
が
ら
も
、
慰
謝
料
を
請
求

す
る
ほ
ど
の
不
利
益
を
被
っ
た
と
は
言
え

な
い
と
い
う
判
断
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
権
利
や
法
的

保
護
は
日
々
生
成
、
形
成
さ
れ
て
い
く
こ

と
心
に
留
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

2　
オ
ウ
ム
真
理
教
を
め
ぐ
る
訴
訟
。
被

告
と
な
っ
た
若
者
と
直
接
触
れ
て
、
彼
ら

が
真
面
目
す
ぎ
る
ほ
ど
の
青
年
で
あ
る
ゆ

え
に
深
刻
な
衝
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
本

物
が
本
物
ら
し
い
努
力
を
し
な
い
と
、
偽

物
に
負
け
て
し
ま
う
現
実
を
重
く
受
け
止

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3　
県
の
情
報
公
開
条
例
と
宗
教
法
人
の

提
出
書
類
。
鳥
取
県
が
宗
教
法
人
の
情
報

の
開
示
に
踏
み
切
っ
た
事
件
で
す
。
裁
判

で
は
非
開
示
の
結
論
が
出
ま
し
た
。
宗
教

法
人
の
運
営
を
把
握
す
る
た
め
に
所
轄
庁

に
提
出
さ
れ
た
書
類
を
目
的
外
に
使
用
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

4　
教
育
基
本
法
の
改
正
と
宗
教
教
育
。

議
論
の
多
か
っ
た
改
正
で
し
た
。
宗
教
教

育
を
考
え
る
と
き
、
カ
ル
ト
対
策
を
念
頭

に
置
い
て
、
宗
教
知
識
教
育
や
情
操
教
育
、

寛
容
教
育
と
い
う
形
で
、
客
観
的
に
宗
教

に
関
わ
る
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
今
後
さ

ら
に
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

5　
宗
教
法
人
に
お
け
る
代
表
役
員
・
責

任
役
員
の
解
任
。
宗
教
法
人
内
部
の
内
紛

が
増
え
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は

少
な
い
で
す
が
、
少
人
数
の
責
任
役
員
会

が
利
権
を
巡
っ
て
代
表
役
員
を
解
任
す
る

こ
と
が
頻
繁
に
起
き
て
、
宗
教
活
動
に
も

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
ま
す
。

6　
カ
ル
ト
教
団
の
違
法
な
勧
誘
活
動
と

民
事
責
任
。
統
一
協
会
関
連
の
霊
感
商
法

場
合
で
も
、
暴
力
団
と
同
様
に
使
用
者
責

任
が
問
わ
れ
る
判
例
が
出
て
き
ま
し
た
。

7　
休
眠
法
人
の
売
買
と
脱
税
事
件
。
宗

教
法
人
を
騙
っ
て
悪
質
な
所
得
隠
し
を
す

る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

8　
聖
職
者
と
性
暴
力
・
性
犯
罪
。
自
浄

作
用
が
最
も
求
め
ら
れ
る
場
面
で
す
。
厳

し
く
身
を
処
す
る
心
構
え
が
必
要
で
す
。

講師紹介　棚村 政行 氏
　早稲田大学大学院法学研究科博士
課程修了後、青山学院大学法学部講
師、助教授、教授を経て、1997年か
ら早稲田大学法学部教授を歴任。現
在は早稲田大学大学院法学研究科教
授。専門は民法、宗教法。日本基督
教団・青山教会会員

2009年4月23日（木）午後2時〜3時30分　日本基督教団4階会議室
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A.　法人事務クラス　　　佐藤丈史先生
　公益法人制度が変わり、宗教法人としての
自覚を持って、良い証しの立つ法人事務を行
うにはどうすればよいのかを学びました。
1.　宗教法人事務の基礎的な知識を改めてお
さらいをしました。法人事務全般について、
また宗教法人法について、権利と義務につい
て貴重な整理の時を与えられました。
2.　高度な専門知識とノウハウを必要とする
宗教法人の実務について学びました。寄付や
遺言書、市街化調整区域の問題などが抱える
複雑な問題点を解説してもらいました。
3.　知らないと損をする宗教法人の非課税・
節税ついて解説がされました。法人税、所得
税、印紙税、登録免許税、不動産取得税、都
市計画税など多岐にわたり学びました。
4.　非営利の団体（たとえば教育・福祉・音
楽などの働きに携わる団体）は「一般社団法
人・一般財団法人」には比較的簡単になるこ
とができるとアドバイスがありました。

B.　教会と会計・税金クラス　繁田勝男先生
　教会の毎日の会計事務、決算時の会計処理
のため、一般的な会計のルールを理解してお
くことが求められます。今回はこうした「会
計指針」を学び、帳簿や決算書類の作成に役
立てることを目ざしました。
1.　日常の会計処理から収支計算書等の決算
書類の作成に至る「会計指針」を理解し活用
できるように、パソコンを活用して分かりや
すく解説してもらいました。
2.　複雑な税務について具体的な例を上げて
解説してもらい、税務処理についての実務を
共に学びました。
3.　公益法人制度が改正されたことを踏まえ
て、最近の公益法人の会計・税務についての
概要を解説してもらい、新しい制度へのさま
ざまな対応策を学びました。
　会計ルールに関しては、日本公認会計士が
示している「会計指針」に従い、宗教法人に
ふさわしい会計ルールが提示されました。
　
C.　会計事務クラス　　計良祐時先生
　このクラスは少人数で、パソコン前に置い
て実習しました。会計ソフト「PCA 宗教法
人会計」を導入するための具体的な指導がな
されました。法人によっては公益部門と収益
部部門とを区別する必要もあり、こうした運
用についての解説もされました。またエクセ
ルの実践的な使用技術を学びました。

　紅葉真っ盛りの箱根で 35 回目となる「法人事務・会計実務研修会」が開催
されました。集中した学びとともに、教派を越えた交わりを楽しむことができま
した。自由時間には箱根の自然を満喫。研修は 3 クラスに分けて行われました。

第35回 法人事務・会計実務研修会
2009年10月26日（月）〜28日（水）　富士箱根ランド

写真は、法人事務クラスの研修の様子



　

三
谷
氏
は
長
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
で

戦
っ
て
こ
ら
れ
た
方
で
す
。
そ
う
し
た
経

験
を
生
か
し
、
現
在
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の

置
か
れ
た
状
況
を
分
析
し
、
打
開
策
を
打

ち
出
そ
う
と
日
夜
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
日
本
で
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
今
回
伝
道
の

可
能
性
を
提
言
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

1　
キ
リ
ス
ト
教
の
イ
メ
ー
ジ
は
良
い

　
調
査
の
結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
が

あ
る
人
は
9
％
、
聖
書
を
読
ん
だ
こ
と
の

あ
る
人
は
27
％
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
か
ら

見
れ
ば
う
ら
や
ま
し
い
数
字
で
す
。

2　
な
の
に
教
会
は
ジ
リ
貧
で
閉
塞
感

教
会
員
の
構
成
年
齢
は
60
歳
以
上
が
実
に

52
％
、
教
職
者
に
至
っ
て
は
64
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
は
良
い
が
、
高
齢

化
と
教
勢
の
横
ば
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
将
来
が
憂
慮
さ
れ
る
状
態
で
す
。

3　
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
た
理
由

　
H
・
ク
レ
ー
マ
ー
『
日
本
の
教
会
に
対

す
る
批
判
』
に
よ
る
と
、
概
念
や
型
に
は

ま
り
込
み
固
執
し
す
ぎ
て
い
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
教
会
が
内
向
き
、

閉
鎖
的
に
な
っ
て
い
る
、
伝
道
へ
の
使
命

感
が
乏
し
い
、
社
会
か
ら
遊
離
し
て
い
る

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
困
難
を
克
服
す
る
方
策
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
P・F・ド
ラ
ッ
ガ
ー

の
考
え
方
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
事
業
の
目
的
は
唯
一
「
顧
客
の
創
造
」

す
な
わ
ち
「
信
徒
の
創
造
」
で
す

　
不
況
の
中
で
も
業
績
を
伸
ば
し
て
い
る

企
業
は
自
ら
顧
客
の
創
造
を
し
続
け
て
い

ま
す
。
そ
の
機
会
は
内
側
で
は
な
く
外
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
人

び
と
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
と
発
想
の
転

換
が
必
要
で
す
。
旭
山
動
物
園
が
そ
の
例

と
な
り
ま
す
。「
動
物
を
見
せ
る
動
物
園

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
が
最
も
喜
ぶ
動

物
園
に
」
そ
の
結
果
入
場
者
数
は
10
倍
以

上
に
伸
び
ま
し
た
。

　
ま
ず
視
点
を
変
革
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
第
一
は
神
の
視
点
に
立
っ
て
優

先
順
位
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
す
。
神
か

ら
の
使
命
、
愛
に
満
た
さ
れ
る
こ
と
、
一

致
を
尊
重
す
る
こ
と
で
す
。
第
二
は
信
徒

の
立
場
か
ら
、
互
い
の
役
割
を
担
い
合
う

こ
と
と
、
外
へ
の
伝
道
へ
向
か
う
意
識
が

共
有
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
同
じ
方

向
を
向
い
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
伝
道
方
策
の
可
能
性
と
し
て
、
二
つ
の

方
法
が
有
効
だ
と
思
い
ま
す
。
第
一
は
人

間
関
係
伝
道
で
す
。
身
近
な
人
か
ら
始
め

て
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。
心
か
ら
仕
え
、

愛
し
、
救
い
に
導
き
ま
す
。
第
二
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
伝
道
で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
層

（
年
齢
や
職
業
、
趣
味
等
）
を
選
び
、
同

じ
目
線
に
立
つ
よ
う
に
努
め
ま
す
。

日本キリスト教界の現状と展望
講師：三谷 康人 氏

2009年7月28日　午後2時〜4時　日本基督教団4階会議室

4

講師紹介　1929 年生まれ。慶応
大卒。カネボウ薬品（株）社長、会
長を歴任。カネボウ（株）専務取
締役を経て1997 年に退任。イン
ターナショナルVIP に参加し、現
在は各地で講演・証しに活躍中。

写真は、定例会で講演される三谷康人氏



民主党小沢一郎幹事長の発言を巡って

日本キリスト教連合会からの「抗議文」

5

　11 月 10 日、高野山金剛峯寺を訪ね、「全
日本仏教会」の松長会長と会談した民主党小
沢一郎幹事長は、直後の記者会見でキリスト
教を「排他的、独善的」と発言しました。
　この発言に対して日本キリスト教連合会は
翌 11 日付で小沢一郎幹事長宛に抗議文を発
信しました。抗議文は民主党本部を始め、マ
スコミ各社（朝日、読売、毎日、産経、東京、
日経、キリスト新聞、クリスチャン新聞、カ
トリック新聞、聖公会新聞）にファックスで
送られました。抗議文は以下の通りです。

＊
2009 年 11 月 11 日

民主党幹事長
　小沢一郎 殿

日本キリスト教連合会　
委員長　山北宣久

抗 議 文
　貴職は 11 月 10 日「全日本仏教会」松長
会長との会談後「キリスト教文明は非常に排
他的で、独善的な宗教だと思っている。排他
的なキリスト教を背景にした文明は欧米社会
の行き詰っている姿そのものだ」と記者団に
語ったと報道されています。
　この貴職の発言は、キリスト教に対する一
面的理解に基づく、それこそ「排他的」で「独
善的」な発言であり、日本の責任政党幹事長
が世界人口の約３分の１のキリスト者がいる
国際社会に向けて発言した言葉として、その

見識を深く疑わざるを得ません。
　「汝の隣人を愛せよ」と説き、生命を捧げ
てすべての人とのために仕え切ったイエス・
キリストを救い主と信じるキリスト教は民
族・国境・思想等のあらゆる差異をこえて平
和の実現のため努力しています。
　本連合会も教派教団を越えて一つなる歩み
を重ね、日本宗教連盟傘下にあって「全日本
仏教会」とも協力して広く差別偏見からくる
排他性と戦っています。
　そうした働きを否定し、キリスト教を排他
的と決め付ける言葉に抗議し、撤回を強く要
求します。

＊
　この抗議文はマスコミ各紙に取り上げられ、
大きな反響を呼びました。その後小沢氏によ
る再度の発言も取り上げられています。
　12 月 7 日に NCC とカトリック司教協議
会の代表が小沢氏と面会し、NCC の飯島総
幹事は「これからは十分言葉に気をつけてほ
しい」と申し入れを行いました。この面会は
8 日の朝日新聞に取り上げられ「政治家の宗
教発言　慎重さが必要」と題して報じられま
した。東京大学の島薗進教授（宗教学）がコ
メントを寄せ、「文明間の対立や相互不信を
解きほぐすのが容易ではない時代になってい
る。グローバル化が進むなか、多様な文明や
文化が違いを認めつつ共生することに、政治
指導者は貢献してほしい」と述べています。

2009 年 11 月 10 日、小沢一郎幹事長の発言はインターネットを
つうじて世界を駆けめぐりました。多くの抗議の声にも、小沢氏
は自身の文明論をかざして反論を繰り返しています。
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　今年度第二回定例会は、秋に政権交代を果
たした民主党の土肥隆一議員をお迎えし、「教
会と政治」と題して講演をいただきます。折
しも小沢一郎幹事長の発言があったばかりで、
タイムリーな定例会となりました。皆さまの

　ご好評を頂いております「法人事務・会計実務研修
会」は、明年 2010 年秋に第 36 回の研修会が開催さ
れます。会場は富士箱根ランドを予定しております。
　今年、参加を見送られた教団・教会の皆さまも、次
回はぜひご参加ください。開催は 10 月を予定してお
ります。ご案内は 8 月を目途にお送りいたします。

関心も非常に高いと思います。後半には質疑
応答の時間もあります。教会と政治の問題を
共に学び、今後私たちがどのように考え、行
動したらよいのかを探りたいと思います。ぜ
ひご参加ください。

日本キリスト教連合会News
2010年2 月　定例会のご案内

2010年2月9日（火）　午後1時30分〜3時30分　日本基督教団 4階会議室

●日本キリスト教連合会役員（2009 年度）
　委員長　　山北宣久
　常任委員　相澤牧人　
　　　　　　川勝高宏
　　　　　　佐藤丈史
　　　　　　立野泰博
　　　　　　広瀬　薫
　　　　　　前田万葉
　　　　　　矢木良雄
　　　　　　

▼日本キリスト教連合会2009年度活動報告
4月23日	 2009年度総会
	 ／講演会（講師：棚村政行氏）
5月29日	 第1回常任委員会
7月28日	 第2回常任委員会
　　　　　／定例会（講師：三上康人氏）
9月25日	 第3回常任委員会
10月26日〜28日
	 第35回法人事務・会計実務研修会

＊日本キリスト教連合会へのお問い合わせは
169-0051
東京都新宿区西早稲田2-3-18-31 日本基督
教団事務局内「日本キリスト教連合会」へ。

2010年秋　第36回 法人事務・会計実務研修会

「教会と政治」　講師：衆議院議員　土肥隆一氏


